
 

様式１ 

【公表用】 
 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 
 

（大学名）    北海道大学 機関番号 １０１０１ １．機 関 の 

   代 表 者 
   （学 長） (ふりがな<ローマ字>)         Saeki       Hiroshi 

（氏 名）     佐 伯  浩 
 

北海道大学―1頁 

２．大学の将来構想 

 

①研究教育目標と計画 

 北海道大学は，平成１５年度２１世紀ＣＯＥプログラ

ムへの申請にあたり，総長を中心とする指導体制のもと

で，先進的な研究教育の実施，適切な役割分担とその有

機的な連携，新たな学問領域の創成、産学官連携の強化

などに取り組むことを目標として掲げた。 

 具体的な内容としては，「学院（大学院教育組織）・

研究院（教官組織）構想」を基本骨格とする大学院再編

に着手し、柔軟な研究教育体制の実現を目指した。さら

に、総長主導の下にＣＯＥプログラムを組織して新たな

研究教育拠点を展開し、国内外に学術貢献する総合大学

として発展することを期すこととした（注：平成１４年

度４拠点、平成１５年度６拠点、平成１６年度２拠点が

採択された）。これらのＣＯＥプログラムの実施基地と

して、北大が北キャンパスに展開しつつある研究棟群及

び総合研究棟の共通スペースなどを活用する。また、創

成科学共同研究機構を中心とする重点的研究推進体制と

大学院研究教育とを有機的に連携させることにより、大

学の人的資源や研究施設を機動的、効果的に活用できる

体制の確立を目指すこととした。 

 

②総長を中心とするマネジメント体制 

 総長及び総長室を中心とする総長主導体制の下で、研

究教育拠点形成を実効あるものとするため、以下のよう

な組織的支援を行う。 

１）「研究戦略室」による総長主導の全学的研究戦略の

具現化と「２１世紀ＣＯＥ推進会議」によるＣＯＥプ

ログラムの自己点検評価と計画の適正な実施の支援を

行う。 

２）教員定員の有効活用については、教員定員の４％を

全学的見地から任期制を導入して活用する。また、大

学院の研究教育組織の見直しによる人的資源の流動化

と、効果的連携（相互補完）体制について検討する。 

３）創成科学共同研究機構の流動研究部門を中心として、

一定期間研究に専念するシステムを活用し、戦略的な

研究推進を行う。同機構はＣＯＥ採択プログラムに対

する直接的支援の他、意欲の高い若手研究者に対する

総長主導の研究支援を行い、将来的発展基盤の拡充に

努める。 

４）整備を進めつつある北キャンパス研究棟群及び現在

建設中もしくは予定されている総合研究棟をＣＯＥプ

ログラムに優先的に割り当てる。 

５）ＣＯＥプログラム研究教育拠点から得られる学術的

成果の発信、産学官連携による研究推進、外部資金調

達に関しては、全学的見地からの支援を行う。 

６）ＣＯＥプログラムの成果を発信する国際的研究拠点

の形成などを目指すための基盤として、学術国際部を

設置し国際交流を戦略的に展開するとともに、外国語

教育を強化する。 

７）長期的には、総長が全学的な観点から戦略的、重点

的に配分可能は資金の重点投入及び戦略的外部資金獲

得支援を実施する。また、ポスドク、ＲＡ、ＴＡの戦

略的配置を実施する。 

８）本プログラム終了後は、採択されたＣＯＥプログラ

ムを中心とした新たしい大学院体制で、総長主導のも

とにこれらの拠点を重点的に発展させる体制をとる。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

 

○ 新たな研究・教育体制の構築 

 平成１５年度に採択された６つのＣＯＥプログラムに

よる拠点形成事業により、以下の新たな教育研究組織を

設置した。①「人獣共通感染症制圧のための研究開発」

（医学系分野）に伴い、新たな研究組織である人獣共通

感染症リサーチセンターを設置した。②「特異性から見

た非線形構造の数学」（数学、物理学、地球科学分野）

に伴い、新たな研究組織である数学連携研究センターを

設置した。③「流域圏の持続可能な水・廃棄物代謝シス

テム」（機会、土木、建築、その他工学分野）に伴い、

工学研究科に新たな研究教育組織である環境創成工学専

攻と環境循環システム専攻を設置するとともに、環境ナ

ノ・バイオ技術国際研究センターを設置した。④「新世

代知的財産法政策学の国際拠点形成」（社会科学分野）

に伴い、新たな研究組織である社会科学実験研究センタ

ーを設置した。⑤「新・自然史科学創成：自然史におけ

る多様性の起源と進化」（学際，複合，新領域分野）に

伴い、新たな研究教育組織である理学研究院に自然史科

学部門を、理学院に自然史科学専攻を設置した。 



 

 
様式１ 

      【公表用】  

 

北海道大学―2頁 

 

○研究活動の達成状況 

それぞれのＣＯＥ拠点における具体的な研究成果など

については、ＣＯＥ拠点毎の事業結果報告に記載されて

いるが、概要は次のとおりである。 

１）人獣共通感染症制圧のための研究開発：インフルエ

ンザウイルスのワクチン候補株ライブラリーの確立と

全世界への供給開始、高病原性インフルエンザウイル

スの病原性発現機構の解明などの成果をあげた。さら

に、国際機関及び国内外の大学・研究機関との連携、

並びにザンビア及びスリランカへの海外研究拠点の設

置など研究開発の中核的拠点の役割を果たした。また、

創成科学共同研究機構の戦略重点プロジェクトとして

も人獣共通感染症の診断・治療法の開発をとりあげる

とともに、北キャンパスに人獣共通感染症リサーチセ

ンター実験棟を竣工した（平成１９年９月）。 

２）特異性から見た非線形構造の数学：非線形構造に焦

点を当て，特異性の視点より、数学（非線形解析学，

数理解析学など）の深化とともに，周辺諸科学（数理

生物，画像処理、気象学など）の活性化と新展開を推

進した。 

３）流域圏の持続可能な水・廃棄物代謝システム：社会

の重要資源である水、物質、エネルギーを統合した持

続的社会を支える新たな環境社会工学の研究拠点を形

成した。この結果、先端的水処理システムの開発、耐

久・リサイクル性基盤材料の開発と国際基準化、廃棄

物の省エネルギー高効率選別機の開発などの成果をあ

げた。 

４）新世代知的財産法政策学の国際拠点形成：日本初の

新世代知的財産法政策学の構築を目指した研究を行い、

その成果を「知的財産法政策学研究」計２０号、研究

叢書４冊等として世に送り出した。 

５）新・自然史科学創成： ＩＯＤＰ（統合深海掘削計画），

国立極地研究所南極観測事業等の各種国際計画におけ

る中核的役割を担いつつ、自然史学（博物学）から分

化した地球科学と生物分類学・進化学の再統合による

新しい自然観の構築を進めた。その際、ＩＯＤＰの事

務局を北キャンパスに誘致し、ＩＯＤＰの世界のサイ

エンスプランをとりまとめる事務局機能を果たした。 

６）スラブ・ユーラシア学の構築：グローバル化時代に

対応する新たな地域論としてのスラブ・ユーラシア学

構築を目指した研究を行い、中域圏論・地域認識論・

帝国論という分析視野を確立した。また、東アジアの

組織的協力体制の構築を推進した。 

 

○マネジメント体制の整備 

１）平成１６年４月、大學全体の研究推進に関する企画

立案を行う「研究戦略室」と、教育体系の維持・改善

と教育システムの改革を担う「教育改革室」を設置し、

事務組織の学術国際部と協働して、２１世紀ＣＯＥプ

ログラムの成果の発信、産学官連携、外部資金調達、

国際交流などの活動を支援した。また、総長を議長と

する「２１世紀ＣＯＥ推進会議」は、各２１世紀ＣＯ

Ｅプログラムの実施状況やその成果について評価を行

いつつ、適切な事業推進のための助言やプログラム終

了後の研究教育体制の構築のための指導を行った。 

２）平成１５年９月、北大の北キャンパスに創成科学共

同研究機構、触媒化学研究センター、電子科学研究所

のナノテクノロジー研究センターなどが入る創成科学

研究棟を新設し、先端的・実験的研究や産学連携に繋

がる研究の拠点としての活動を開始した。北キャンパ

スにはその後、平成１４年採択拠点「バイオとナノを

融合する新生命科学拠点」形成に伴うポストゲノム研

究棟と民間企業による創薬基盤技術研究棟、及び電子

科学研究所棟も新設するなど、教職員や学生1500名を

擁する一大リサーチパークを形成している。 

３）創成科学共同研究機構において、任期付きで若手に

研究機会を与える流動研究部門を運用・継続するとと

もに、若手リーダ育成とテニュアトラックを組合せた

北大基礎融合科学領域リーダ育成システムを開始した。 

 

○補助事業終了後の支援 

１）「人件費ポイント管理制度」を整備した。本制度に

より、拠点形成事業継続中または終了後に設置した研

究教育組織に対して、総長が管理する教員人件費を機

動的に活用して、任期付き教員を配置した。 

２）平成１９年１０月、創成科学共同研究機構の一部門

であったリエゾン部・戦略スタッフ部門と全学組織で

ある「知的財産本部」を統合し、北大の知財管理と事

業化推進を統合管理する「知財・産学連携本部」を立

ち上げた。これにより、２１世紀ＣＯＥで得られた知

財の管理と産学官連携を一元的・効率的に支援する。 

３）北大の研究を主体とする組織（付置研究所、学内共

同研究施設など）を統括管理する創成科学研究機構を

設置する（現在の創成科学共同研究機構は、傘下の一

組織とする）構想の検討を進めている。これにより、

先進的な教育の実施、適切な役割分担とその有機的な

連携、新たな学問領域の創成などの促進が期待される。      



 
 

様式２ 
【公表用】 

北海道大学（F01）―1頁 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 北海道大学 学長名 佐伯 浩 拠点番号 F01 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

人獣共通感染症制圧のための研究開発 

(Program of Excellence for Zoonosis Control) 

    研究分野及びキーワード <研究分野： 社会医学>(人獣共通感染症)(発生予測)(予防治療)(病原生態)(国際貢献) 

３．専攻等名 
獣医学研究科 (獣医学専攻)、医学研究科 (医学専攻(旧・社会医学専攻・病態制御学専攻/H19.4.1),附属動物実験施設)、

遺伝子病制御研究所 (病因研究部門,病態研究部門)、人獣共通感染症ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ (分子病態・診断部門) 

４．事業推進担当者           計 22 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 
TAKASHIMA, Ikuo 

高島 郁夫  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
 

公衆衛生学・Ph.D 

 
SARS、ダニ媒介性脳炎およびウエストナイル熱の疫学調査と予防対策
の確立 

KIDA, Hiroshi 

喜田 宏  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
微生物学・獣医学博士 

 
インフルエンザウイルスの生態と病原性の分子基盤の解明 

UMEMURA, Takashi 

梅村 孝司  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
病理学・獣医学博士 

 
感染体の経神経伝播メカニズムの解明と予防・治療法の開発  

INABA, Mutsumi 

稲葉 睦  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
分子診断学・獣医学博士 

 
プリオン病の生前分子診断法の開発 
 

AGUI, Takashi 

安居院 高志  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
実験動物学・獣医学博士 

 
ペプチドチップを利用した人獣共通感染症の診断法の開発 

HORIUCHI, Motohiro 

堀内 基広  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
病原微生物学・獣医学博士

 
プリオン病治療法確立のためのプリオン複製関連因子の同定 

INANAMI, Osamu 

稲波  修  

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
放射線生物学・獣医学博士

 
プリオン蛋白遺伝子の発現、高次構造解析と異常プリオン生成メカニ
ズムの解析 

KAMIYA, Masao 
 神谷 正男（平成16年3月31日辞退） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
寄生虫学・獣医学博士 

 
エキノコックス症の感染源対策 

OKU, Yuzaburo 

 奥 祐三郎（平成16年4月1日交替） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・准教授 

 
寄生虫学・獣医学博士 

 
エキノコックス症の感染源対策 
 

ONUMA, Misao 
 小沼 操 （平成19年3月31日辞退） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
伝染病学・獣医学博士 

 
抗ダニワクチンによる媒介マダニの制御 
 

OOHASHI, Kazuhiko 

 大橋 和彦（平成19年4月1日交替） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・准教授 

 
伝染病学・獣医学博士 

 
抗ダニワクチンによる媒介マダニの制御 

  KATAKURA, Ken 

 片倉  賢 （平成17年7月1日追加） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・教授 

 
寄生虫学・医学博士 

 
リーシュマニア症の分子疫学と診断システムの確立 

KARIWA, Hiroaki 

苅和 宏明（平成17年7月1日追加） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・准教授 

 
公衆衛生学・獣医学博士 

 
ハンタウイルス感染症の診断法開発とワクチン評価システムの確立

  MAEDA, Akihiko 

 前田 秋彦（平成17年7月1日追加） 

 
獣医学研究科(獣医学専攻)・准教授 

 
病原微生物学・獣医学博士

 
アジアにおける蚊媒介性感染症の疫学的解析 

 ARIKAWA, Jiro 

有川 二郎  

 
医学研究科(附属動物実験施設)・教授 

 
実験動物学・獣医学博士 

 
ハンタウイルス感染症の疫学調査と予防対策の確立 

TAMASHIRO, Hidehiko 

玉城 英彦  

 
医学研究科(医学専攻)・教授 

 
疫学・国際保健・Ph.D. 

 
インターネットを利用した人獣共通感染症に関する生涯学習システ
ムの開発 

KIKUTA, Hideaki 
 菊田 英明（平成16年9月30日辞退） 

 
医学研究科(病態制御学専攻)・助教授 

 
小児科学・医学博士 

 
小児のインフルエンザ脳症の成立要因の解析と治療法 

KOBASHI, Gen 
 小橋 元 （平成18年5月15日辞退） 

 
医学研究科(社会医学専攻)・講師 

 
分子遺伝疫学・医学博士 

 
人獣共通感染症の発祥危険要因解明のための疫学研究 

ARIGA, Tadashi 
 有賀 正  （平成18年6月1日交替） 

 
医学研究科(病態制御学専攻)・教授 

 
感染・免疫学・医学博士 

 
小児における呼吸器感染症と人獣共通感染症の調査 

SAWA, Hirofumi 

澤 洋文  

人獣共通感染症ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ(分子病態・診断部門)

・教授     （平成17年4月1日所属部局の変更）

 
分子病理学・医学博士 

 
ポリオーマウイルスにおける宿主・組織特異性の分子基盤の解明 

TADA, Mitsuhiro 

多田 光宏  

 
遺伝子病制御研究所 (病因研究部門)・准教授

 
分子生物学・医学博士 

 
プリオン病(BSE)の高感度検査キットの開発 
 

KOBAYASHI, Masanobu 

小林 正伸  

 
遺伝子病制御研究所 (病態研究部門)・准教授

 
免疫学・化学療法・医学博士

 
Ｔ細胞の抗原認識と免疫応答の効率的誘導法の開発 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合  計 

交付金額(千円) 150,000 176,900 201,800 
189,290 

（ 18,929）

184,000 

（ 18,400） 
901,990 
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６．拠点形成の目的 

 

拠点形成の必要性： 

人獣共通感染症の病原体は、そのほとんど全て

が野生生物に寄生し、存続して来た微生物であ

る。著しい地球環境の変化が病原巣宿主の生態と

行動圏を撹乱し、感染症の多発を招いている。さら

に、畜産物、飼料、野生動物やペットの輸入と旅

行者の増加に伴って人獣共通感染症が我が国に

侵入するリスクはますます高まっている。具体例とし

て高病原性鳥インフルエンザが鶏から人に伝播

し、2003年から現在までに382名が発症し241名が

死亡した。1999年にはウエストナイル熱が米国で

流行し、毎年100名以上の死亡が報告されている。

一方国内ではエキノコックス症の汚染が北海道の

ほとんどの市町村に拡大し、毎年20名前後の新規

患者が発生している。しかし日本は、このような国

内外で問題となっている新興・再興人獣共通感染

症に対する危機管理体制の整備が著しく立ち遅

れている。従って、人獣共通感染症病因微生物の

生態、病原性、検出技術および制圧対策を総括

的に研究開発し、危機管理体制を整備するととも

に、人獣共通感染症の発生現場でその制圧対策

を指揮できる人材を育成することが重要な国家課

題となっている。 

 

拠点形成の目的： 

本拠点は、本学の獣医 学研究科、医学研究

科、遺伝子病制御研究所および人獣共通感染症

リサーチセンター(平成17年度新設)の社会医学、

ウイルス学、分子生物学、寄生虫学、病理学、免

疫学、ワクチン学の専門家が結集して人獣共通感

染症の制圧に向けた研究・教育を特段に推進する

ことを目的とした。さらに国内外の研究機関との間

で技術と情報の交換を図るとともに、海外に6ヶ所

研究教育拠点を設け、人獣共通感染症の制圧に

向けた研究と教育を実施することを目指した。本拠

点の将来像は人獣共通感染症から世界人類の生

命を守るための研究教育を通じて国際貢献を果た

す中核拠点である。 

 

研究面では、プログラムの発足当時および推進

中、国内外で問題となっていたBSE、ウエストナイ

ル熱、インフルエンザ、SARS（新型肺炎）、狂犬

病、エキノコックス症、ダニ媒介性脳炎、リーシュマ

ニア症およびハンタウイルス感染症等を対象とし

た。これら感染症の１）早期診断法の開発、２）ワク

チンの開発研究、３）微生物の自然界における感

染と存続のメカニズムの解明、４）リスクアナリシス、

５）病原体の遺伝子解析、および６）病原性発現の

メカニズムの解析について研究を行うこととした。 

教育面では人獣共通感染症の多発する国から

の獣医師や専門家を大学院に受け入れ日本人の

一般入学者とともに、人獣共通感染症の制圧対策

を立案・指揮できる専門家を養成し、世界に供給

することを目標とした。博士研究員、リサーチアシス

タントを雇用し、人獣共通感染症の研究に従事さ

せるとともに、国際学会で研究成果を発表させる機

会を与え、国際的に活躍できる人材の育成に努め

ることとした。さらに海外拠点から研修生を招へい

し、短期間の人獣共通感染症予防のための研修

コースの実施を計画した。 

 

 

 

自然界における 

病原微生物の存続様式、 

伝播経路の解明 

目的：人獣共通感染症の制圧に資する 
国際教育研究拠点の形成 

人獣共通感染症の

診断・予防・治療法の

開発 

人獣共通感染症対策を

担う 
若手研究者の育成 

国内外の研究機

関・ 
行政機関との連携

人獣共通感染症の制御 

人獣共通感染症の

病態発現機序の解

明
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７．研究実施計画 

 

北海道大学内の獣医学研究科、医学研究科、

遺伝子病制御研究所および人獣共通感染症リサ

ーチセンターの専門家が結集し人獣共通感染症

制圧のための国際拠点形成を目標とした。本拠点

は国外のWHO、CDCおよびOIE、国内の国立感

染症研究所、動物衛生研究所および国立環境研

究所と連携をとることとした。さらにスリランカペラデ

ニア大学、ザンビア大学、タイ国立衛生研究所、ソ

ウル大学、メキシコメトロポリタン大学およびウルグ

アイ東方共和大学を海外研究教育拠点として設

定した。本拠点は国内外の研究組織および海外

研究教育拠点との連携により、人獣共通感染症の

診断、予防、治療法の開発改良、「先回り型」の感

染症対策の立案と実施を目指した。 

人獣共通感染症の予防と制圧を目標として国

内外で問題となっているBSE、ウエストナイル熱、イ

ンフルエンザ、SARS(新型肺炎)、狂犬病、エキノコ

ックス症、ダニ媒介性脳炎、リーシュマニア症およ

びハンタウイルス感染症等の感染症を対象に以下

の研究を実施することとした。 

１） 早期診断法の開発 

各種感染症の早期診断法として、感度と精

度に優れたIgG‐ELISA 、IgM‐ELISA、イムノク

ロマト法やDNAアレイ法、さらにプリオン病の高

感度生前診断法を開発する。 

２） ワクチンの開発研究 

各感染症の粘膜ワクチン、半生ワクチン、ペ

プチドワクチンおよびDNAワクチン等の開発と

評価を実施する。 

３） 微生物の自然界における感染と存続のメカニズ

ムの解明 

各感染症について動物と人の血清疫学調

査を実施し汚染地を特定する。汚染地におい

て家畜、野生動物、蚊、ダニ等の材料を採集

し、病原体を分離して、病原体の自然界にお

ける感染環と存続機構を明らかにする。グロー

バルサーベイランスシステムを構築して海外か

らの疫学情報を収集して、本拠点が収集する

情報と合わせて公開する。 

４） リスクアナリシス 

上記の疫学情報を参考に、各々の人獣共

通感染症の発生リスク評価を行う。国内にすで

に存在する感染症については、流行予測、流

行拡大阻止、清浄化対策を策定する。侵入が

懸念される感染症については侵入経路および

侵入時の流行拡大阻止対策などの危機管理

体制を構築する。 

５） 病原体の遺伝子解析 

各病原体の遺伝子の塩基配列を決定し、

系統樹解析を行う。この成績をもとに病原体の

由来、起源および進化を推定する。 

６） 病原性発現のメカニズムの解析 

各病原体の病原性発現のメカニズムを動物

実験モデルおよび感染患者材料を用いて分

子免疫学的手法を用いて解析する。ウエスト

ナイル熱、ダニ媒介性脳炎、インフルエンザに

ついては脳炎・脳症の発病機序を、ハンタウイ

ルス感染症では出血と腎障害の発現機序を

解明する。 

 

 

 

 

 

 

・  人獣共通感染症の診断、予防、治療法の開発・改良

・  「先回り型」の感染症対策の立案と実施  

人獣共通感染症制圧のための研究開発 

病原性の分子  

基盤の解明  

診断法とワクチ

ンの開発  

疫学とリスク

アナリシス 

 

人獣共通感染症制圧のための 

海外拠点形成と国際連携  

 

メキシコ 
メトロポリタン大学

★ 

ウルグアイ 
東方共和大学

★

★

★

ソウル大学  ★
★

ザンビア大

スリランカ
ペラデニア大学

タイ国立
衛生研究所

WHO 

OIE 

★★

本COE CDC
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８．教育実施計画 

 

教育組織と協力・連携： 

本拠点リーダーが中心となり獣医学研究科、人

獣共通感染症リサーチセンター、医学研究科およ

び遺伝子病制御研究所の事業推進担当者が協

力して、教育プログラムを立案・実施することとし

た。WHO、CDC、国立感染症研究所、動物衛生

研究所、地方衛生研究所等と教育・研究連携の

強化を計り、専門家を非常勤講師として招へいし

教育の充実を計ることを計画した。 

人獣共通感染症対策専門家の養成と社会人ブ

ラッシュアップ教育： 

人獣共通感染症が多発する国から獣医師を大

学院に積極的に受け入れ、日本人一般選抜入学

者および社会人ブラッシュアップ教育コースを含む

特別選抜入学者とともに教育する。教育目標は人

獣共通感染症の制圧対策を立案・指揮できる専門

家を養成し世界に供給することである。これらの専

門家は、人獣共通感染症の発生現場に赴き、疫

学情報の収集、診断および具体的予防対策を実

行し、人獣共通感染症から世界人類の生命を守る

ために活躍する。さらに彼らは本拠点の構築する

グローバルサーベイランス情報ネットワークに加わ

り、情報交換することにより、最新かつ正確な人獣

共通感染症の疫学情報を入手し、予防対策に有

効に活用する。 

国際交流： 

本COE海外研究教育拠点、JICA、WHOなどが

派遣する外国人研修生を受け入れ、人獣共通感

染症の予防のための国際トレーニングコースを開

催する。このトレーニングコースの目的は人獣共通

感染症の発生している国々で人獣共通感染症の

教育、研究および診断に従事している人材の育成

に貢献し、人獣共通感染症の基礎的知識と診断

技術を提供することである。このトレーニングコース

により、研修生の国における人獣共通感染症の診

断能力と研究活動の向上を計る。COE海外研究

教育拠点およびその他の連携研究機関と人獣共

通感染症制圧のための国際共同研究を実施す

る。若手研究者を対象とした海外共同研究プロジ

ェクト｢アジア・アフリカ共同研究｣を公募し、開発途

上国におけるフィールド調査を経験させ、人獣共

通感染症の制圧のための人材育成を計る。事業

推進者が実施する国際共同研究には、大学院生

とCOE博士研究員をフィールド調査に参加させる。 

若手研究者の育成： 

博士研究員を雇用し、COE研究の推進のみなら

ず、大学院教育の充実、若手研究者の育成、ひい

ては教官人事の流動化につなげる。大学院生をリ

サーチアシスタントとして採用し、講義を受けさせ

研究に従事させる。人獣共通感染症に関連した有

望な研究を行っている若手研究者に国際会議で

の発表の機会を与え、国際性の涵養に努める。 

 

教育プログラム：大学院全学共通講義「感染症

特別講義：人獣共通感染症の制圧」（2単位）を開

講し、人獣共通感染症の公衆衛生学的意義と現

状、疫学、予防および対策について学習させる。

研修生および大学院生を対象に英語による授業

「人獣共通感染症総論各論（1単位）」と「人獣共通

感染症（1単位）」を開講する。年一回以上海外か

ら感染症対策の専門家を招へいし国際シンポジウ

ムを開催し、学生および若手研究者への教育プロ

グラムの1つとする。市民公開講義を一般市民や

高校生向けに開催し、人獣共通感染症の予防の

ための知識の普及に努める。 

 

 

 

①若手研究者の育成     
        ★COE特別研究員  
        ★リサーチアシスタント 
        ★海外研修生受入れ 

「人材育成と国際連携」 

   ②国際連携による人材育成  
    ★WHO動物インフルエンザ 

    トレーニングコース実施 
     ★国際トレーニングコースの実施 
     ★若手研究者の海外拠点（６箇所）

      との海外共同研究 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

本COEは異分野のエキスパートを結集して人獣

共通感染症の制圧に向けた世界最高水準の研究

を推進をするとともに、人獣共通感染症の発生現

場に赴き、その制圧対策を立案、指揮できる専門

家を育成し、世界に供給することを目的として発足

した。本拠点のゴールは「人獣共通感染症の制圧

のための国際拠点」形成である。 

本拠点においては、高病原性鳥インフルエンザ

等の国内外で問題となっている人獣共通感染症

の予防制圧対策確立のための研究を実施すること

にあった。18名の事業推進担当者に公表されたこ

れらの研究に関わる英文の原筆論文が400編余り

で、中にはNatureに掲載されたものも含まれてい

る。さらに本COEおよび獣医学研究科のこれまで

の研究活動が認められ、北海道大学に「人獣共通

感染症リサーチセンター」が平成17年4月1日に純

増定員10名を伴って新設されたことは特に強調し

たいことである。 

一方、教育の分野においては、博士研究員26

名、リサーチアシスタントを40名雇用し若手の人材

育成に努めた。海外から18ヶ国、62名（トレーニン

グコース研修生40名、PD10名、RA4名）の研究者

を招へいし、人獣共通感染症の診断と疫学に関す

る教育を行った。またCOE海外拠点とその他の研

究機関との間で13件の国際共同研究を主として若

手研究者に担当させ国際的研究推進能力の涵養

に努めた。 

本COEの5年間の活動を終了するにあたり、平

成19年10月31日～11月1日の日程で外部評価を

実施した。国内外から感染症の分野で優れた業績

を上げておられる高名な研究者を6名招へいし、厳

正な評価をしていただいた。評価のための資料とし

て、英文成果報告集「ACHIEVEMENTS Program 

of Excellence for Zoonosis Control 2003-2007」を

作成してあらかじめ評価委員に配布した。本COE

プログラムを評価した結果“卓越している”との評価

を受けた。目的としている人獣共通感染症制圧の

ための教育と研究の推進は以下の事項により成功

裏に実現できたと判断された。 

ⅰ）COE海外拠点、WHO、FAOとOIEとの国際

的な協力と共同の作業が効果的に推進さ

れた。 

ⅱ）共同研究と教育が効果的に実行された。 

ⅲ）人獣共通感染症制圧の専門家、COE博士

研究員、リサーチアシスタント、海外からの

研修員、大学院生の教育が効果的に行わ

れた。 

特に評価委員会は海外共同研究プログラムで数

多くの優れた研究を遂行した点を高く評価した。な

おこの外部評価については「人獣共通感染症制

圧のための研究開発」成果報告書 平成15年度

～平成19年度（冊子体）として印刷・製本し関係各

位、関連研究機関等に配布済みである。 

これらのことから「拠点形成の目的は充分達成し

た。」と自己評価した。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

  人獣共通感染症の予防・制圧対策を立案・実

施できる専門家を育成し、世界へ供給するための

人材育成に努めた。本COEでは26名のCOE博士

研究員（内9名は外国人研究員）を採用し、研究の

遂行、COE研修コースでの指導、COE国際シンポ

ジウムでの発表等を行った。このうち22名は大学講

師、助教、国公立研究機関、海外研究機関に就

職した。大学院生からリサーチアシスタントを40名

（内4名は留学生）採用し、講義を受けさせ研究に

従事させ、優れた研究成果については国際学会

での発表の機会を与えた。このうち16名は大学講

師、助教、国立研究機関、海外研究機関に就職し

た。 

  WHOとの共催のトレーニングコースを2004年に

10日間の日程で開催し、19ヶ国から30名（内日本

人9名）の参加者であった。2006年と2007年には

COE海外研究教育拠点からの研修生を中心にト

レーニングコースを開催した。各年3週間の日程

で、2006年は6ヶ国、12名、2007年は7ヶ国15名の

参加であった。この他に外国人を博士研究員とし

て10名、リサーチアシスタントとして4名採用した。

合計18ヶ国、62名（トレーニングコース48名、PD10

名、RA4名）の外国人研究者を招へいし、人獣共

通感染症の診断と疫学に関する教育を行った。彼

らは帰国後、人獣共通感染症の発生現場で活躍

しており、現在国際ネットワーク形成に際して有用

な人材となっている。 
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若手研究者を対象に海外研究プロジェクト「アジ

ア・アフリカ共同研究」を2004～2007年の間計12

件を採択し、海外拠点を中心にアジア・アフリカに

おける人獣共通感染症の診断と疫学に関する研

究を推進した。この海外研究プロジェクトの実施と

成果は、外部評価委員会において高い評価を受

けた。 

国際シンポジウムを計15回開催し、若手研究

者、COE特別研究員およびリサーチアシスタントに

発表させ国際的なコミュニケーション能力を育成し

た。国際シンポジウムの開催に際して、連携してい

る国際機関や行政機関から講師を招へいした。一

般市民と高校生を対象に3回の市民公開講座を開

催した。また地方自治体の保健所や家畜保健衛

生所に勤務する人獣共通感染症の専門家のシン

ポジウムへの参加を呼びかけ社会人ブラッシュアッ

プ教育の実施に努めた。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的
知見等 

新しく出現する（新興）人獣共通感染症はその

ほとんどが野生動物に由来するため、病原巣動物

を特定し伝播経路を解明して「先回り型の予防対

策」の実施が予防のために必須となって来る。これ

まで人獣共通感染症については、人の感染症を

対象とする厚生労働省と、家畜の感染症を対象と

する農林水産省の狭間にあって充分な予防対策

が取られていなかった。そのため本COEでは獣医

学と医学を基盤とする異分野の専門家が結集し、

新たな分野を創成し、人獣共通感染症の制圧に

向けた研究の推進に取り組んだ。 

学術的知見として特筆すべきは、新型インフル

エンザウイルスの出現に備え野生水禽からインフ

ルエンザウイルスを分離・同定し、系統保存し、イン

フルエンザウイルス株ライブラリーを作出するととも

に、ライブラリーから選定した、H5N1およびH7N7ウ

イルスを用いて家禽用ワクチンを開発し、実用化し

たことである。 

さらにウエストナイル熱が日本に侵入する可能

性が高まっている中、侵入時の早急な診断と危機

管理体制を構築するための早期診断法の開発を

行った。日本にはウエストナイルウイルスと抗原的

に類似した日本脳炎ウイルスが存在するために両

ウイルスのウイルス遺伝子をReal-time PCRにより

検出する鑑別診断法を確立した。 

 このような研究成果は平成19年度10月に実施し

た外部評価において高い評価を受けた。多くの

COE構成員による研究成果と外部評価の結果は

「人獣共通感染症制圧のための研究開発 成果

報告書 平成15年度－平成19年度」としてまとめ、

印刷・製本された。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

平成15年に採択された時から本COEプログラム

はその目的達成のために推進委員会を組織し、各

種事業を推進してきた。推進委員会は拠点リーダ

ーおよび各部局から4名の計5名の委員により構成

された。委員は事業担当推進者の教授から選ば

れ、拠点リーダーが委員長を務め、各事業を進め

た。 

推進委員会の主な活動は、研究面では海外研

究プロジェクト「アジア・アフリカ共同研究」の公募・

採択・成果の評価；研究者育成については「COE

特別研究員」と「リサーチアシスタント」の公募・採

択・成果の評価、「国際トレーニングコース」の研修

生の公募・採択・成果の評価、大学院共通講義の

開催；国内外への情報発信では「国際シンポジウ

ム」と「市民公開講座」の開催、「ニュースレター」と

「成果報告書」の発刊などであった。運営委員会の

下に、各々の事業担当委員会が設置され実際の

事業が実施された。 

 このような事業を本COE構成部局の教員が共同

で実施することにより、本プログラムの目的である

「異分野の専門家による人獣共通感染症の制圧に

向けた研究と教育」を効果的に推進できた。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

国際競争力をもつ研究教育拠点を形成するた

めには、優れた国際連携が不可欠である。本COE

はCOE海外研究教育拠点を6ヶ所設置するととも

に国際的な研究機関であるWHO、米国疾病予防

センター（CDC）、国際獣疫事務局（OIE）と連携

し、研究と教育の推進を計った。 

これらの中で、若手研究者の国際性涵養という

点で特筆すべきは、COE海外拠点を中心に海外

研究プロジェクト「アジア・アフリカ共同研究」を

2004～2007年の間計12件採用し人獣共通感染症

の診断と疫学に関する研究を推進した。さらに

WHOと共催し、または海外拠点と連携し、国際トレ

ーニングコースを3回、18ヶ国、58名の研修生を対



 
 

様式２ 
【公表用】 

北海道大学（F01）―7頁 

象に実施した。彼らは帰国後人獣共通感染症の

発生現場で活躍しており、国際共同研究の実施に

際して有能な研究協力者として活躍した。 

  国際競争力をもつ拠点であるために、世界のトッ

プレベルの研究者との交流が必須である。そこで

世界各国から感染症研究分野で顕著な業績を上

げている研究者を招へいし、16回の国際シンポジ

ウムを開催した。このシンポジウムでは、ポスターセ

ッションを設け、若手研究者、COE特別研究員、

大学院生に発表の機会を与え、国際的なコミュニ

ケーション能力を育成した。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

本COEの研究成果は高く評価されている国際

的な専門誌上で公表（403編）し、あるいは学会等

において発表した。本COEで開催した国際シンポ

ジウムでは国内外の著名な研究者の講演に加え

COE事業推進員による講演を一般に公開して人

獣共通感染症の現状につき一般社会への知識の

普及に務めた。 

 さらに市民公開講座を一般市民と高校生向けに

開催し、人獣共通感染症の解説を行った。 

インフルエンザウイルスのライブラリーから重要な

株を選び生物性状と遺伝子の解析成績をデータ

ベース化して情報を公開している。一部の株は既

に5ヵ国26試験・研究機関に供与、利用されてい

る。 

 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

 本COEにおける拠点形成費等の支出の割合は

COE特別研究員とリサーチアシスタント等の採用

のための人件費に50%以上と最も多く、次いで研究

経費であった。また国際連携のための費用は、6ヶ

所のCOE海外拠点における海外共同研究、拠点

整備費、国際トレーニングコースの実施等に有効

に使用した。 

 

②今後の展望 

   本COEプログラムの成果として、平成17年4月

1日に北海道大学に「人獣共通感染症リサーチ

センター」が10名の純増定員を伴って新設され、

人獣共通感染症の制圧に向けた研究・教育の

活動が活発に展開されている。さらに本センター

はアフリカのザンビア及び周辺諸国との人獣共

通感染症研究を推進するために、平成19年5月

1日ザンビア大学獣医学部内に「北海道大学人

獣共通感染症リサーチセンターザンビア拠点」を

設置した。今後は本センターが中心となり、医

学、獣医学、薬学、工学、理学を基盤とする、微

生物学、ウイルス学、免疫学、病理学、情報科

学等の北海道大学の各部局の専門家が結集、

協力して新たな分野を創成し、人獣共通感染症

の制圧のための研究・教育を格段に推進させ

る。本センターは各部局と共同し、ザンビア拠

点、海外研究教育拠点、国際研究機関との連

携により人獣共通感染症のグローバルサーベイ

ランスと国際共同研究を実施する国際中核拠点

形成を目指す。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

人獣共通感染症リサーチセンターと学内の他部

局の研究者間で人獣共通感染症に関する共同研

究が活発に行われている。また本センター長の喜

田は、高病原性鳥インフルエンザウイルスの家禽

および野鳥における検出、遺伝子解析による伝播

経路の解明等において、農林水産省、厚生労働

省、環境省およびWHOやOIEの国際機関に技術

協力と助言を与えている。また本COEが実施した3

件の国際トレーニングコースは学内外で高い評価

を受けた。 

人獣共通感染症の予防を目指した本COEに端

を発する研究が科学技術振興費に8件（分担）、厚

生労働科学研究費に6件（内代表2件）、新興・再

興感染症研究拠点プログラムに2件（代表）採択さ

れた。 

 これらのことは、人獣共通感染症の予防を目指し

た本COEが、世界的な研究教育拠点として、学内

外および国際的にも大きな影響を持つようになっ

たことを示している。 
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機 関 名 北海道大学 拠点番号 F01 

拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 人獣共通感染症制圧のための研究開発 

１．研究活動実績 
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②国際会議等の開催状況【公表】 
 
■2003年9月27日、北海道大学学術交流会館講堂、第1回国際シンポジウム「エキノコックスとの闘い」 105名（外国人11名） 
招待講演者名：W. Jiao      (Xinjiang Center of Diseases Prevention & Control) 

B. Shaikenov   (Ministry of Education & Science of Kazakhstan) 
S. Koshelekova  (NPO “Taraz Press Club”, Kazakhstan) 

 
■2003年12月5日、ソウル国立大学獣医学部、第2回国際シンポジウム(日韓共催)「人獣共通感染症の制圧に向けて」 
 50名（外国人46名） 
招待講演者名：H-J Youn         (Seoul National Univ.) 

 C.  Choi         (Seoul National Univ.) 
C-Y Hwang        (Seoul National Univ.) 

 
■2004年2月24日、北海道大学クラーク会館講堂、第3回国際シンポジウム「人獣共通感染症制圧のための国際協力とグローバルサー
ベイランス」 200名（外国人15名） 
招待講演者名：J. LeDuc              (CDC, USA) 

 M. C. Georges-Courbot (Pasteur Institute) 
 
■2004年6月11日、札幌コンベンションセンター、第4回国際シンポジウム「新興ウイルス感染症」120名（外国人16名） 
招待講演者名：A. Nath         （Johns Hopkins Univ.） 

 W. W. Hall      （Univ. College Dublin） 
 
■2004年6月28日、北海道大学百年記念会館大会議室、第5回国際シンポジウム「ウイルス性出血熱の制圧に向けた研究の現状」115名
（外国人26名） 
招待講演者名：J-W Song         (Korea Univ.) 
              C.F. Spiropoulou (CDC, USA) 
              A. Plyusnin      (Univ. of Helsinki) 
 
■2004年7月8日、北海道大学大学院獣医学研究科病院講義室、第6回国際シンポジウム(日韓共催) 
「人獣共通感染症と最近の獣医学」110名（外国人20名） 
招待講演者名：S-J Kim          (Seoul National Univ.) 
              J-H Lee          (Seoul National Univ.) 
              H. Lee           (Seoul National Univ.) 
 
■2004年10月5日、6日、北海道大学クラーク会館、第7回国際シンポジウム「人獣共通感染症の危機管理およびグローバルガバナンス」
75名（外国人18名） 
招待講演者名：K. P. Chan       (Singapore General Hospital) 

 J. R. Herbold    (Univ. of Texas) 
              B. A. Wilcox     (Univ. of Hawaii)  
 
■2004年8月18日～23日、北海道大学獣医学研究科、WHO研修コース(喜田主催)｢WHO動物インフルエンザのサーベイランスと診断技術
のトレーニングコース｣30名（外国人22名） 
招待講演者名：R. Webster    (St. Jude Children’s  Research Hospital, USA) 
              P. Selleck       (CSIRO Australian Animal Health Laboratory) 

Y. Kawaoka       (Univ. of Tokyo)  
 
■2004年12月2日、ロイトン札幌、第8回国際シンポジウム(第34回免疫学会共催) “Epidemiology and pathogenesis of influenza”
150名（外国人15名） 
招待講演者名：I. Wilson        (Scripps Research Institute, USA) 
              Y. Kawaoka       (Univ. of Tokyo)  
 
■2005年8月29日、北海道大学百年記念会館大会議室、第9回国際シンポジウム “Pathogenesis and etiology of Zoonoses causing 
encephalitis and/or encephalopathy” 95名（外国人13名） 
招待講演者名：M.H. Groschup    (Friedrich-Loeffler-Institut, Germany) 
              S.Higgs          (Univ. Texas, USA)    
              S. Shirabe       (Nagasaki Univ.) 
 
■2005年10月14日、ソウル国立大学獣医学部、第10回国際シンポジウム(日韓共催) 
「人獣共通感染症と最近の獣医学」55名（外国人51名）） 
招待講演者名：C.S. Ryou        (Seoul National Univ.) 
              H-J Kwon         (Seoul National Univ.) 
 
■2006年8月8日、北海道大学学術交流会館講堂、第11回国際シンポジウム “Protection of society from infectious threat”,
 110名（外国人19名） 
招待講演者名：R.G. Webster     (St. Jude Children’s Research Hospital, USA) 

G.C. Telling    (Univ. Kentucky, USA) 
L-F Wang         (Australian Animal Health Laboratory, Australia) 
T. Roming        (Univ. Hohenheim, Germany) 

 
■2006年9月7日、北海道大学大学院獣医学研究科病院講義室、第12回国際シンポジウム(日韓共催) 
“Veterinary Medicine Today 2006”, 65名（外国人33名） 
招待講演者名：H. S. Yoo        (Seoul National Univ.) 
              H.J. Woo         (Seoul National Univ.) 
              N-S Shin         (Seoul National Univ.) 
 
■2006年9月19日、北海道大学百年記念会館大会議室、第13回国際シンポジウム “Zoonosis control” 48名（外国人15名） 
招待講演者名：A. S. Mweene    (Univ. Zambia, Zambia) 
              A. C. Hidalgo   (National Institute of Public Health, Mexico)    
              U. Benavides    (Univ. The Republic, Uruguay) 
 
■2007年10月31日、北海道大学学術交流会館講堂、第14回国際シンポジウム “Prescription for fighting against zoonoses”,
 120名（外国人15名） 
招待講演者名：C. J. Peters     (Univ. Texas, USA) 

L.R. Petersen    (Centers for Disease Control and Prevention, USA) 
Y. Kawaoka       (Univ. of Tokyo) 

 
■2007年11月16日、北海道大学大学院獣医学研究科病院講義室、第15回国際シンポジウム(日韓共催) 
“Veterinary Medicine Today 2007”, 55名（外国人20名） 
招待講演者名：J-W Jung         (Seoul National Univ.) 
              S. J. Joo        (Seoul National Univ.) 
              J-H Kim          (Seoul National Univ.) 
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２．教育活動実績【公表】 
 
 本COEプログラムの教育目標は人獣共通感染症の発生現場で、その制圧対策を指揮できる人材を養成することであっ

た。そこで人獣共通感染症の流行している国々に海外研究教育拠点を設置し、本COEに属する助教、COE特別研究員、大

学院生にそれらの地域で野外実習、疫学調査および共同研究等を体験させるように計画した。さらに海外研究教育拠点

から研修生を招へいし、国際トレーニングコースを実施した。COE特別研究員とリサーチアシスタントを採用し、人獣

共通感染症の制圧のための研究に専念できる経済的条件を整えるとともに、国際シンポジウムでの発表や海外疫学調査

への参加を通じて国際性の涵養に努めた。 

 

１） 人獣共通感染症対策専門家の養成 

 本拠点の大学院生に人獣共通感染症の発生する現場を体験させるため、「特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）

国際医学教育協力推進プログラム」と共同してCOE海外研究教育拠点であるザンビア大学獣医学部およびソウル大学獣

医学部に大学院生を派遣した。ザンビア大学には平成17年から3年間で大学院生計14名を約1ヶ月の日程で派遣し、ザン

ビア大学の講師によりアフリカに流行する人獣共通感染症の講義および野外実習を実施した。ソウル大学には、平成18

年と平成19年に計6名の大学院生を3日間の日程で派遣し、人獣共通感染症の合同教育セミナーに参加させた。事業推進

担当者が実施した人獣共通感染症の海外での疫学調査に平成17年～19年度に特別研究員6名、大学院生6名、学部学生5

名を4日～60日の日程で参加させ、野外における研究の手法を体験させた。調査実施国は海外研究教育拠点のあるスリ

ランカ、タイ、ザンビア、メキシコおよび連携研究機関のあるロシア、フィリピンであった。 

 これらの地域において人獣共通感染症の疫学調査に参加したり、講義・実習を受けたことは若手研究者が人獣共通感

染症対策専門家として成長して行く上での貴重な体験となった。 

 

２） 国際交流による人材育成 

 国際トレーニングコースを3回開催して、海外の人獣共通感染症の専門家の育成に努めた。2004年にWHOと共催して

“WHO Training Course on Animal Influenza Diagnosis and Surveillance”を8月に10日間の日程で開催した。参加

者は19ヶ国からの30名（内日本人6名）であった。2006年と2007年にはCOE海外研究教育拠点を中心に“Zoonosis Control 

Training Course for COE Overseas Collaboration Centers”を開催した。2006年は9月に27日間の日程で、6ヶ国、12

名の参加であった。2007年は9月に17日間の日程で、7ヶ国、15名の参加であった。このように3年間で計57名の研修生

の訓練を行って、研修生から高い評価を受けた。トレーニングコースを修了した研修生は帰国後人獣共通感染症の発生

現場で活躍するとともに、国際ネットワーク形成に際して有用な人材となって活躍している。 

 助教等の若手研究者を対象に海外研究プロジェクト「アジア・アフリカ共同研究」を2004～2007年の間計12件採択し、

海外拠点を中心にアジア・アフリカにおける人獣共通感染症の診断と疫学に関する研究を推進した。研究課題の採択は、

研究計画申請書を提出させ厳正な審査により実施した。本研究プロジェクトの研究成果は2007年11月に実施した外部評

価で高い評価を受けた。このプロジェクトにより若手研究者が海外疫学調査を経験し研究実績を上げることができたの

で、今後彼らが人獣共通感染症の制圧のための中核的人材となるものと考える。 

 

３） COE 特別研究員制度およびリサーチアシスタント制度による若手研究者の養成 

 COE特別研究員、リサーチアシスタントの採用および継続採用は厳格な審査をもとに実施した。COE特別研究員の採用

は国際公募も行った。2004～2007年の間にCOE特別研究員を26名（内9名は外国人研究員）採用し、研究の遂行、COEと

レーニングコースでの指導、COE国際シンポジウムでの発表等を行った。このうち24名は大学講師、助教、国立研究機

関、海外研究機関に就職した。 

 大学院生をリサーチアシスタントとして40名（内4名は外国人留学生）採用し、講義を受けさせ研究に従事させた。

このうち16名は大学助教、国公立研究機関、海外研究機関に就職した。 

 

４） 国内外の機関との連携 

 国際トレーニングコース（計3回）を、国立感染症研究所、北海道立衛生研究所、WHO、OIE等の国内外の機関との連

携のもとに実施した。国際シンポジウム（計15回）の開催においては、CDC、WHO、テキサス大学医学校、パスツール研

究所、ソウル大学等の国際機関ならびに国立感染症研究所、長崎大学熱帯病医学研究所等の国内機関から講師を招へい

した。COE国際シンポジウムやトレーニングコースで招へいした海外研究者らによる国際ネットワークを構築し、今後

の長期的な活動の礎を築いた。 

 

５） 教育プログラム 

 大学院共通講義「感染症特別講義―人獣共通感染症の制圧―」（2単位）を獣医学研究科、医学研究科、遺伝子病制

御研究所および人獣共通感染症リサーチセンターの事業推進担当者15名で2005～2007年の間開催した。 

 英語による授業“Special Lecture for International Veterinary Science Ⅰ：Zoonosis（1単位）およびⅡ： 

Reproductive technology（1単位）を2003年から開講し、外国人留学生に受講させている。 

 本COEで開催した国際シンポジウムにおいて学生および若手研究者向けのポスターセッションを設け発表と討論を通

じて国際コミュニケーション能力の涵養に努めた。 

 これらの教育プログラムは、4部局の事業推進担当者の有機的な協力体制の元に実施された。 
 



機関名：北海道大学 拠点番号：F01 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、大学として戦略的に取り組み、人獣共通感染症リサーチ

センターや海外研究教育拠点の設置などを行い、事業を推進したことは評価できる。人獣

共通感染症が世界的課題となっている現在の状況に良く対応した拠点形成であり、全体と

して期待された成果をあげており、目的は十分達成されたと評価できる。今後、本格的研

究推進が行われることを期待する。 

人材育成面については、感染症対策の専門家を育成するための教育プログラムに国内外

から大学院生が集まっており、国際トレーニングコース、国際シンポジウムなどを通し、

国際性豊かな研究者を育成しているように見受けられる。彼らは今後、当拠点の形成にお

いても必要な人材となると思われる。 

研究活動面については、インフルエンザウイルス株ライブラリーを作出し、家禽用ワク

チンを開発し実用化する一方、ウエストナイルウイルスの早期鑑別診断法を確立、多数の

論文発表を行うなどの成果をあげており評価できるが、創造性については特段の評価がで

きるものが少なく、新たな分野の創成には至っていない。 

事業終了後も人獣共通感染症リサーチセンターが研究活動を推進し、創造性豊かな研究

を推進していくことを期待する。 
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